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しかし，成体マウスの定常状態において BASCs は 1%未満と非常に少なく，回収
して細胞移植に用いることは難しい．人工多能性幹細胞(iPS 細胞)は様々な細
胞に分化可能であると考えられているが，BASCs への誘導を示した報告はまだ
なく，iPS 由来 BASCs の治療的有効性は不明である． 
【目的】マウス iPS 細胞から BASCs を誘導することと，誘導した BASCs を末梢
気道上皮傷害マウスに投与することで，その上皮傷害からの回復が促進される
かどうかを評価することを目的とした． 





害発生後翌日に分化させた iPS 細胞に PKH26 色素を結合させた後に 1×106 細胞
で気管内投与した(iPS 群)．その後，5 日目と 15 日目に投与細胞の生着の確認
と，BADJ の上皮 200μm 中におけるクラブ細胞数を計測し，修復の定量的評価
とした．対象群として，ナフタレンの腹腔内投与のみを行う群(NA 群)と，ナフ
タレン投与翌日に Dulbecco’s modified Eagle’s medium(DMEM)を気管内投与
する群(コントロール群)を作成した． 





おいて 5 日目，15 日目に投与 BASCs が BADJ や肺胞腔に生着していることを確
認した．BADJ におけるクラブ細胞数は，5 日目では群間に差はなかったが，15
日目には NA 群 8.9±3.3, コントロール群 9.5±5.6，iPS 群 13.3 ± 2.8 と有意
に iPS 群でクラブ細胞の修復が促進されていた(p=0.013)． 
【考察】マウス iPS 細胞から BASCs が誘導可能であることを示し，BASCs の気
管内投与が末梢気道上皮傷害に対し治療的有効性を有する可能性が示唆された．
生着は BADJ および肺胞腔にみられており，修復促進には投与細胞が生着する直
接作用および，投与細胞由来の液性因子や，内因性因子との相互作用が関与す
る間接作用も寄与していると考えられた．BASCs は細気管支から肺胞領域の幹
細胞であり，同領域を主座に発生する慢性閉塞性肺疾患や急性肺障害などの疾
患に対する細胞治療の可能性も期待される．ヒトには BASCs の存在は示されて
いない．しかし，ヒトにおいてもクラブ細胞は気道の防御機構を有し，その障
害は肺移植後の閉塞性細気管支炎発症に強く関与していることが示唆されてい
る．本研究結果がヒトにおける細胞治療に貢献する可能性も考えられた． 
 


